
　　栗東歴史民俗博物館

№ 凡例 資料名 員数 年代 所蔵者等

1 ○ 隠元隆琦像　自賛　喜多長兵衛筆 １幅 江戸時代 萬年寺
2 木庵性瑫像　自賛 １幅 江戸時代 永明寺

3 ○ 聖観音菩薩立像 １躯 鎌倉時代 萬年寺
4 ○ 三十番神像 １枚 永享5年（1433） 白鬚神社
5 萬年寺略縁起 １冊 明治時代 萬年寺
6 小野寺由緒書写 １冊 明治6年（1873） 萬年寺
7 小野寺并山林境内譲状 １巻 天和3年（1683） 萬年寺
8 木庵性瑫像　璞巌衍曜賛 １幅 天保4年（1833）賛 萬年寺
9 ○ 慧極道明像　自賛 １幅 貞享4年（1687）賛 萬年寺
10 【写真パネル】祐堂元蔭像 １躯 江戸時代 萬年寺
11 萬福寺末寺之証 １通 貞享元年（1684） 萬年寺

12 慧極道明像　独痴浄養賛 １幅 江戸時代 萬年寺
13 慧極道明墨蹟 １通 正徳元年（1711） 萬年寺
14 慧極道明墨蹟 １通 江戸時代（正徳元年＝1711年か） 萬年寺
15 慧極道明墨蹟 １通 元禄5年（1692） 萬年寺
16 慧極道明墨蹟 １通 貞享4年（1687） 萬年寺
17 慧極道明墨蹟 １通 貞享4年（1687） 萬年寺
18 慧極道明墨蹟 ３幅対 正徳5年～享保元年（1715～16） 萬年寺
19 慧極道明墨蹟 １通 享保4年（1719） 萬年寺
20 祐堂元蔭遺偈 １通 享保4年（1719） 萬年寺
21 萬年寺十七代挙一遺偈 １通 大正15年（1926） 萬年寺
22 萬年寺十八代龍宝遺偈 １通 昭和30年（1955） 萬年寺

23 慧極道明付偈 ２通１巻
①元禄9年（1696）
②元禄15年（1702）

萬年寺

24 布袋坐像 １躯 江戸時代 萬年寺
25 【写真パネル】「方丈」額　祐堂元蔭筆 １面 享保2年（1717） 萬年寺
26 【写真パネル】「萬年寺」額　祐堂元蔭筆 １面 享保3年（1718） 萬年寺
27 薬師三尊像 ３躯 室町時代 円光寺
28 萬福寺末寺票 １通 元文4年（1739） 常願寺
29 観音菩薩坐像 １躯 江戸時代 常願寺
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黄檗宗の渡来

凡例の ○ は市指定文化財

小野寺から萬年寺へ

慧極道明と祐堂元蔭

隠元禅師350年大遠諱記念展「黄檗の華」
会期：令和４年５月２１日（土曜日）から７月３日（日曜日）まで

ごあいさつ

　臨済宗・曹洞宗とともに、日本の三禅宗の１つに数えられる黄檗宗は、江戸時代前期、中国から渡ってきた隠元隆琦（1592～1673）が、京都宇治に黄檗
山萬福寺を建立したことを濫觴とする新しい宗派です。黄檗宗の開創は、当時の最新の中国文化をもたらすものでもあり、江戸時代の人びとに大きな“イ
ンパクト”を与えることとなりました。そのような黄檗宗の文化は、天台宗をはじめとして、古くから仏教文化が栄えた歴史的風土を持つ近江にももたら
されることとなります。
　江戸時代前期の近江には、戦国時代に荒廃した寺院が多く、黄檗僧たちは、これらの寺院の堂宇や寺地を譲り受け、黄檗寺院として再興することで、黄
檗宗を広めていきました。栗太郡小野村（栗東市小野）の石場山萬年寺もその１つで、もとは平安時代の開基とされる小野寺が、黄檗寺院として再興され
たものです。
 　この展覧会では、隠元禅師350年大遠諱にあたり、萬年寺に伝わる文化財をはじめとして、地方に花開いた黄檗文化を紹介します。

令和4年5月21日

中興開山・祐堂元蔭



30 大眉性善像　自賛　喜多元規筆 １幅 延宝元年（1673）賛 福壽寺
31 阿弥陀如来像　大眉性善賛 １幅 明～清時代 正瑞寺
32 梅嶺道雪像　自賛　種高筆 １幅 延宝8年（1680）賛 福壽寺
33 誌公帽子　梅嶺遺品 １個 元禄9年（1694）銘 正宗寺
34 歳寒三友図（松竹梅図）　蘭谷元定筆　月潭道澄賛 １幅 元禄15年（1702）賛 正宗寺
35 観音菩薩立像　蘭谷元定刻 １躯 江戸時代 萬年寺
36 後水尾太上法皇像 １幅 江戸時代 正宗寺
37 弥勒菩薩像　照山元瑶筆 １幅 宝永2年（1705） 東方山安養寺
38 戒場本尊三聖像　卓峰道秀筆 ３幅対 元禄13年（1700） 東方山安養寺
39 独湛性瑩墨蹟 １巻 江戸時代 東方山安養寺
40 南源性派墨蹟 １幅 貞享2年（1685） 東方山安養寺
41 高泉性潡墨蹟 １幅 江戸時代 東方山安養寺
42 出山釈迦像　晦翁宝暠賛 １幅 江戸時代 梵釈寺
43 不空羂索神変真言経序・巻一～三 １冊 貞享3年（1686）識語 愍念寺
44 不空羂索神変真言経巻四～六 １冊 貞享3年（1686）識語 愍念寺
45 全蔵漸請一字十巻千字文朱点 １冊 文政2～6年（1819～23） 愍念寺
46 大方広仏華厳経（巻二十九　六地蔵弥右衛門、貞信尼　寄進） １冊 寛文11年（1671）刊 愍念寺
47 十五経（うち三巻　岡村京いせ屋与右衛門　寄進） １冊 江戸時代 愍念寺
48 増一阿含経（巻四十三・四十四　小野光圓寺観明　寄進） １冊 寛文12年（1672）刊 愍念寺
49 増一阿含経（巻五十　川辺善性寺徳宝　寄進） １冊 寛文12年（1672）刊 愍念寺

50 【大日寺関係文書のうち】証文之事 １通 元禄5年（1692） 浄光寺
51 【大日寺関係文書のうち】大日寺地境内并田地之事 １通 元禄5年（1692） 浄光寺
52 【大日寺関係文書のうち】大日寺譲申一札之事 １通 宝永2年（1705） 浄光寺
53 大日寺山号「天照山」（晦翁宝暠墨蹟） １幅 江戸時代（宝永2年＝1705年頃） 浄光寺
54 智即寺建立願書（写） １通 延享3年（1746） 館蔵
55 智即寺移転願（写） １通 寛政12年（1800） 館蔵
56 上山依村寺社御改帳 １冊 文化元年（1804） 館蔵

【関連企画】
　　　　　○展示解説会　　5月21日（土曜日）、6月11日（土曜日）、7月2日（土曜日）　いずれも14時から
　　　　　○歴史文化財講座「地方に花咲く黄檗の華」 　　5月29日（日曜日）14時から【要事前申込】
　　　　　　　登壇者　澤田 瞳子　さん　（小説家　、　第165回直木三十五賞受賞作家）
　　　　　　　　　　　佐々木 進　さん　（栗東歴史民俗博物館　元館長）

近江に広がる黄檗の美

スポット展示　幻の黄檗寺院　～大日寺と智即寺～


